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1	 はじめに
近年は、環境や社会の変化に伴う子どもたちの体力や
身体活動の低下は未だ問題視されており、特に、身体を
動かす子とそうでない子の二極化についてはなかなか解
決されず課題となっている。実際に学校での体育以外で
体を動かすことがないという子どもたちも多数いる。子
どもの身体活動ガイドラインでは、「子どもは、からだ
を使った遊び、生活活動、体育・スポーツを含めて、毎
日、最低60分以上からだを動かしましょう」と示されて
いる。また、幼児期運動指針においても、「幼児は様々
な遊びを中心に、毎日、合計60分以上、楽しく体を動
かすことが大切です」と示されている。しかし、1 日60
分を達成できていない子どもたちも多数いることが報告
されている。筆者は以前、運動やスポーツ、運動遊びを
もっとしたいかについての調査結果として、いまより
もっと運動・スポーツ、運動遊びをしたいと感じてい
る児童が多いことを報告した（枝元、2017）。いまより
もっと運動・スポーツ、運動遊びをしたいと感じている
児童が多いことについては、遊び場の減少や制約、少子
化など様々な環境や社会の変化も大きく関連していると
考えられる。「子どもの体力向上のための総合的な方策
について（答申）」（中央教育審議会、2002）では、3 つ
の間（時間、空間、仲間）の減少が指摘されている。先
行研究においても、実際に外遊びの減少の原因として、
テレビゲームなどの室内遊び時間が増えたことによる外
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遊びやスポーツ活動時間の減少、空き地や生活道路など
の子どもたちの手軽な遊び場の減少、少子化や、習い事
などによる仲間の減少などが挙げられている（入口ら、
2009）。
近頃は、昔に比べて子どもたちが元気に外で遊んで
いる姿を目にする機会は少なくなったのではないだろ
うか。確かに公園の減少や安全性の問題などもあるが、
様々な遊具が設置されているにもかかわらず、子どもた
ちの姿が見えないガラガラの公園も多く存在している。
子どもたちの姿があっても、そこでは遊具の上で何人か
と座って向き合いゲームをしていたりする。また、公園
内でも様々な規制があり、「ボール遊び禁止」「自転車乗
り入れ禁止」など子どもたちに人気な運動・スポーツ・
運動あそびが危険な遊びとして自由にできなくなってい
る現状もある。このような現状がある中でも、寒い日に
半袖短パンで元気に走り回っている子どもを見ると、ど
こかでほっとする気持ちはあるものの、めずらしいなと
か懐かしいと感じる部分もある。果たして今の子どもた
ちは、外遊びについてどのようなイメージを抱いている
のだろうか。
これまで子どもの身体活動に関して、実態調査や改善
のための手立ての探索など様々な研究が行われている。
しかしながら、子どもたちの運動に対するイメージにつ
いて、子どもたち自身の言葉を用いて計量的に分析して
いる調査はあまりみられない。そこで本稿では、子ども
たちが運動・スポーツ・運動遊びに対してどのようなイ
メージを持っているかを抽出し全体像を明らかにすると
ともに、性別や運動の好き嫌いによる特徴についても調
べていくこととする。
2	 児童の運動・スポーツ・運動遊
びに対するイメージ
（1）調査概要
長野県A市の小学校に通う 4 ～ 6 年の児童335名（男
子：180名、女子：155名）を対象に、運動・スポーツに
関する質問紙調査を行った。本研究は、ヘルシンキ宣言
を尊重し、対象者の人権及び利益の保護に配慮した研究
計画を立て、順天堂大学の倫理委員会での承認を経て実
施した。研究実施にあたっては、学校長、児童本人およ
びその保護者に研究の目的と方法を説明した上で、研究
協力の同意が得られた児童のみを調査・分析の対象とし
た。調査は平成29年 5 月～ 7 月にかけて実施した。
質問紙は、運動・スポーツ・運動遊びに対するイメー
ジについて回答欄を 2 か所用意し、自由記述によって回
答を求めた。具体的には、「「運動やスポーツ、運動遊
び」から、あなたはどんなことを思い浮かべたり、イ
メージしたりしますか。思いつくことを 2 つまで作文
してください。」と質問をし、回答を得た。また、対象
者特性として、性別および運動の好き嫌い（4 件法：好
き、どちらかというと好き、どちらかというと嫌い、嫌
い）も尋ねた。
分析は、 計量テキスト分析ソフト KH Coder（Ver. 
2.00f）を用いて、得られたイメージについて計量テキス
ト分析を行い、全体および性別ごとの出現単語数の特徴
を調べた。また、共起ネットワーク分析により、性別お
よび運動の好き嫌いによるイメージの差異についても分
析を行った。有効回答数は307件あり、そのうち2か所の
回答欄のいずれも記入した児童の割合は70.0％であった。
（2）結果
①対象者内訳
性別および運動好き嫌いの内訳について表 1 に示し
た。上記でも示したように307名の回答を分析対象とし
た。今回、「運動やスポーツ、運動あそびをするのが好
きですか」という質問に対して、「好き」と回答した児
童が多くみられ、全体の65％に及んだ。一方で、「嫌い」
や「まあ嫌い」と答えた児童は少なく、全体の10%未満
であった。
表1   対象者内訳
内訳 好き まあ好き まあ嫌い 嫌い 合計
男子 119 32 8 6 165
女子 81 47 12 2 142
合計 200 79 20 8 307
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全体 男子 女子
抽出語 出現回数（回） 抽出語 出現回数（回） 抽出語 出現回数（回）
1 楽しい 144 楽しい 64 楽しい 80
2 運動 82 サッカー 41 運動 43
3 ドッジボール 71 運動 39 思う 39
4 思う 64 ドッジボール 37 ドッジボール 34
5 スポーツ 57 スポーツ 29 スポーツ 28
6 サッカー 52 思う 25 バスケットボール 23
7 思い浮かべる 36 野球 20 鬼ごっこ 23
8 鬼ごっこ 35 イメージ 17 思い浮かべる 19
9 バスケットボール 32 思い浮かべる 17 好き 16
10 イメージ 30 疲れる 14 走る 16
10 疲れる 30 疲れる 16
②計量テキスト分析
「運動・スポーツ・運動遊びに対するイメージ」につ
いて、どのような語によって語られているのかを確認す
るために、全体および男女別におけるそれぞれの出現単
語数の上位10単語を表 2 に示した。
今回、「楽しい」という単語が最も多く出現してい
た。運動・スポーツ運動遊びに対するイメージについ
て、「楽しい」「運動」「ドッジボール」「思う」「スポー
ツ」という語が多く用いられ表現されていることから、
多くの児童が「楽しい」とイメージをもっており、中で
も「ドッジボール」が人気であることが見て取れる。そ
れ以外の運動・スポーツ・運動遊びとして「サッカー」
「鬼ごっこ」「バスケットボール」が挙げられ、イメー
ジが語られていることも分かる。また、質問の特性上、
「思う」「思い浮かべる」「イメージ」という単語が多く
出現したと推測できる。さらに、「疲れる」という単語
も上位10単語に挙げられ、一定数の児童が運動・スポー
ツ・運動遊びに対して「疲れる」と感じていることも見
て取れる。
男女別にみても、「楽しい」という単語が最も多く用
いられていることが分かる。男子においては「ドッジ
ボール」よりも「サッカー」の方が出現回数を上回って
いる。また、「野球」という単語が見られるのも男子の
特徴であると考えられる。女子においては、「バスケッ
トボール」「鬼ごっこ」を挙げられ、それに付随して
「好き」「走る」といった単語も用いられていた。
③共起ネットワーク
「運動・スポーツ・運動遊びに対するイメージ」につ
いて、語と語の関連の強さやどのような単語をキーワー
ドに運動・スポーツ・運動遊びが語られているかを把握
するために、共起ネットワーク分析を行った。出現単語
数 7 回、58単語で分析をし、媒介サブグラフによるク
ラスタリングの結果を図 1 に示した。円が大きいほど出
現回数が多く、また円と円を結ぶ線が太いほど関連が強
い。今回、媒介性に基づいたサブグラフによるクラスタ
リングでは、6 個のグループが示された。
まず図の左下に「運動・スポーツは楽しい」というグ
ループが抽出された。「楽しい」の語の円が一番大きく、
その周りには「運動」「スポーツ」「思う」「ドッジボー
ル」の語の円が結ばれている。これらの結果から、子
どもたちが「運動・スポーツは楽しい」「ドッジボール
は楽しいと思う」というイメージを共有していることが
表2   出現単語数　一覧
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推測できる。右下には、「球技」に関するグループが抽
出された。ここでは、「サッカー」「バスケットボール」
「ハンドベース」「野球」という語があり、その周りには
「シュート」「パス」「ゴール」「打つ」などの語が結ばれ
ていることが分かる。中でも「ハンドベース」は「打
つ」という語と太い線で結ばれている。また、「シュー
ト」や「ゴール」をしたり、「打つ」ことによって得点
を「入れる」こととで「嬉しい」というイメージがある
ことも読み取れる。中央下には、「力」に関するグルー
プが抽出された。ここでは「腕」と「力」、「足」と「速
い」の円同士が太い線で結ばれている。「体力がつく」、
「腕の力がつく」、「走ることで足が速くなる」といった
イメージが表現されている。左上には、「外遊び」に関
するグループがあり、「外」「友達」「遊ぶ」「たくさん」
といった語の結びつきが見られた。また、中央上には、
「大会」「上手い」「得意」「疲れる」といった語による子
どもたちの「気持ち」に関するまとまりができた。右上
には、「ボール遊び」に関するグループが抽出された。
次に、性別・運動の好き嫌いを考慮した共起ネット
ワーク分析を行った。運動の好き嫌いについては 4 件
法（好き・どちらかというと好き・どちらかというと
嫌い・嫌い）で尋ねたが、嫌いと回答した児童が少な
かったため、好き・どちらかというと好きを「好き」、
嫌い・どちらかというと嫌いを「嫌い」の 2 群で調査し
た。運動好きの男子（好き 男）、運動好きの女子（好き 
女）、運動嫌いの男子（嫌い 男）、運動嫌いの女子（嫌
い 女）のイメージの特徴を図 2 に示した。
図の中心部にある「楽しい」の語の円は大きく、運動
好きの男女ともに太い線で結ばれていることから、運動
好きほど、運動・スポーツ・運動遊びに対して「楽し
い」というイメージをもっていると考えられる。また、
「疲れる」の語の円は、運動嫌いの男女と結ばれている。
図1   運動・スポーツ・運動遊びに対するイメージの共起ネットワーク
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図2   性別・運動の好き嫌い別の運動・スポーツ・運動遊びに対するイメージの共起ネットワーク
男子に比べて女子のほうが、語の円を結ぶ線が太いこと
から、運動嫌いに加えて女子である場合は、「疲れる」
といったマイナスのイメージをもっている可能性がある
と推測できる。
運動好き男子特有の単語としては、「野球」が抽出さ
れた。「サッカー」の語の円と結ばれている線も太いこ
とが見て取れる。運動好き女子では、「バスケットボー
ル」「鬼ごっこ」「好き」が抽出された。一方、運動嫌い
の男女では、運動・スポーツ・運動遊びに対して一人ひ
とりが様々なイメージを持っており、特定の単語は抽出
されなかった。
（3）考察
①運動・スポーツ・運動遊びに対する全体的なイメージ
計量テキスト分析の結果、出現単語数は「楽しい」と
いう語が最も多かった。個々の文章に立ち返ってみる
と、「楽しい」という単語のみの他に、運動、スポーツ
と結び付けたり、具体的な運動種目や運動場面を挙げた
りしてイメージされていた。
・楽しい。
・運動やスポーツは楽しいものが多い。
・サッカーは楽しいです。　
・ボールを蹴ってゴールに入った時が一番楽しい。
・走る遊びスポーツが楽しい。
・バスケットボールの試合をしているととても楽しい。
・運動は好きだから楽しい。
・ドッジボールで当てたりして楽しい。
・ドッジボールで楽しく遊ぶ。
クラスタリングの結果において、「楽しい」は「運動」
「スポーツ」「思う」「ドッジボール」などと結びつきが
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あり、多くの子どもたちが「楽しい」イメージを持って
いると判断できる。
今回、多く出現した単語の中に「ドッジボール」「サッ
カー」「野球」「バスケットボール」「鬼ごっこ」といっ
た運動種目（遊び）が複数挙がった。また、クラスタリ
ングにおいても球技およびボール遊びに関するグループ
が抽出された。「青少年のスポーツライフ・データ2015　
10代のスポーツライフに関する調査報告」（笹川スポー
ツ財団、2015）によると、過去 1 年間に「よく行った」
運動・スポーツ種目について小学校期の男子では、1 位
サッカー、2 位ドッジボール、3 位鬼ごっこ、4 位バス
ケットボール、5 位野球となっており、女子において
も、1位鬼ごっこ、3位ドッジボールが挙げられている。
また、奥野ら（2016）の今までで一番楽しかった外遊び
の研究結果においても、上位 3 つは「サッカー」「ドッ
ジボール」「鬼ごっこ」であると示されている。これら
の選考研究の調査結果を踏まえると、運動・スポーツ・
運動遊びに対するイメージは、子どもたちがよく行って
いる種目や楽しいと感じている種目に関して語られるこ
とが多いことが示唆された。
②性別および運動の好き嫌いを考慮した運動・スポー
ツ・運動遊びのイメージ
出現単語数において男女での違いが見られ、「ドッジ
ボール」以外で上位にあがった運動種目が男子は「サッ
カー」「野球」、 女子は「バスケットボール」「鬼ごっ
こ」であった。また、性別および運動の好き嫌いを考慮
した共起ネットワーク分析からは、運動好きの児童は、
「ドッジボール」に加えて、男子は「野球」「サッカー」、
女子は「バスケットボール」「鬼ごっこ」に対して「楽
しい」というイメージをもっていることが明らかになっ
た。女子においては「好き」というイメージもあった。
運動嫌いの児童については、男女ともに「疲れる」と
いう語との結びつきがみられた。運動が嫌いと回答した
児童の人数がそもそも少なかったこともあり、それ以外
に単語としての明らかなまとまりは見られなかった。奥
野ら（2016）の研究において、体を動かすことや外で遊
ぶことが好きではない理由として「疲れる」が最も多い
ことが示されている。実際に個々の文章に立ち返ってみ
ると「疲れる」という単語を含む回答やネガティブ思考
の回答の割合が運動好きの児童よりも高かった。
・やりすぎると疲れる。
・疲れると思います。なぜなら激しい運動をするからです。
・疲れる
・少し長いから疲れる。
・あまり運動したくないな。
・楽しくないスポーツ。
・あんまり楽しくない。
しかし、運動嫌いと回答しつつも、ポジティブなイ
メージや自分なりのイメージをしっかりともっている児
童もいることが分かった。
・疲れるけれどやっていると楽しい。
・鬼ごっことかなら楽しい。
・サッカーで一回でもいいからゴールしたい。
・サッカーとかのルールを決めてみたい。
・ドッジボールは自分のなかで、ボール遊びで1番好きだ
から思い浮かべた。
・合気道自分の通い事だから思い浮かべた。
・ドッジボールです。僕は、投げは得意ではないがボール
をよけるのが得意です。
・たぶん、楽しいと思います。運動やスポーツをやってい
るとだんだん楽しくなってくるからです。
運動が嫌いだからといって、すべてが嫌なのではな
く、子どもたちは一人ひとり、「～なら得意」とか「～
は楽しい」、「～をしてみたい」という想いや願いを持っ
ている。もちろん運動が好きな子は好きな子で、「もっ
とたくさん遊びたい」とか「～をもっと上手くなりた
い」、「～の大会で勝ちたい」、「強くなりたい」などの願
いや想いを持っている。運動を継続していくにあたって
は、過去の運動経験やそのスポーツが好きだから、仲間
がいるからなどの要素が強いことが明らかにされている
（徳永ら、1989, 須藤、2008, 杉浦、2011）。ゆえに運動
を好きになったり、継続したりしていくために、運動と
の出会いや良いイメージは不可欠であると考えられる。
よって、子どもたちの願いや想いを受け止め、さまざま
な運動や遊びを提供したり、環境づくりを行ったりし
て、継続していけるような支援を行うことは極めて重要
であると考えられる。
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3	 おわりに	
今回、児童の運動・スポーツ・運動遊びに対するイ
メージについて分析することを通し、多くの児童はが
「楽しい」と感じており、鬼ごっこや球技において人気
が高いことが明らかになった。身体を動かす機会として
は、学校での休み時間や体育授業、放課後の習い事が挙
げられる。今回よく行う運動・スポーツ種目を中心にイ
メージが表現されていたこと、子どもたちは一人ひとり
好みが異なり、様々な想いや願いを持っていることを踏
まえると、様々な仲間と好きな運動・スポーツ・運動遊
びをできる環境づくりは重要である。また、子どもたち
の中では球技のイメージが強いが、それに限らず様々な
運動・スポーツがあることを伝えていくことは、生涯に
わたって運動・スポーツを続けていくうえで必要になっ
てくると考えられる。きっかけ一つで、「楽しい」「好
き」というイメージを形成することもできるし、逆に
「嫌い」「嫌」というネガティブなイメージに変わってし
まうこともある。一人でも多くの子どもたちが、何か自
分の好きな運動や楽しいと思える運動遊びを見つけられ
るようなきっかけづくりが求められる。嫌いから少しで
も好きになれれば、子どもの身体活動や外遊びの現状も
多少は改善できるのではないだろうか。
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